
マーケティング、法律、簿記、情報処理など
ビジネスに対する心構え、接客、コミュニケーションなど

　ビジネスに必要なことを学びます

■ ものを生産する人とそれを消費する人とをつなぐ流
通を学びます。

■ 様々な企業で必要となるマーケティング、法律、簿
記、情報処理、経済などを学びます。

■ ビジネスを円滑に行うために必要な心構え、接客、
コミュニケーションなどについて学びます。

世の中から商業がなくなったらどうなると
思いますか。消費者は、工場や農場まで出向
き、一度に大量に購入しなければならなくな
ります。生産者などから仕入れ、消費者など
に販売する商業を担う企業があるから、皆さ
んは、必要なものを、必要なときに、必要な
量だけ、身近なところで購入できるのです。

生産者 流通 消費者

［学習の分野］
マーケティング分野 ビジネス経済分野

何が売れるか、どうする
と売れるかなど、流通や
販売を行うために必要な
知識を身に付けます。

経済社会の動向や法律な
ど、ビジネスを行うため
に必要な知識を身に付け
ます。

会計分野 ビジネス情報分野

簿記や会計など、企業が
活動するために必要な知
識や技術を身に付けま
す。

コンピュータの活用など、
合理的に仕事を行うため
に必要な知識や技術を身
に付けます。

商業科では、仕入れや販売をはじめ、マー
ケティング、簿記、情報処理など様々な業種
や職種で役立つ学びを通して、ビジネスで必
要となる実践的な働く力を身に付け、将来の
活躍の場を広げます。

自信をもって社会に出る
商業を学び、ビジネスを知り、

商業科
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商品開発
パソコン実習

空き店舗販売実習

　社会に出る自信につながります

資格取得等へのチャレンジ
資格取得や各種競技会に向けた努力が、企業や
大学等からの評価につながります。

インターンシップ
専門科目を学んだ上で、実社会で働くことを
体験し、働く心構えと覚悟を身に付けます。

 ビジネスの事例に関する討論

社
会
で
の
活
躍

資格取得や
競技会への挑戦

事務職や販売職
などへの、専門
的で実践的な学
びに裏打ちされ
た自信をもった
就職

就職

商業研究発表大会

専門性の基礎を
学んだ上での、
明確な目的意識
をもった大学で
の優位性のある
進学

進学

　実践的に学びます

① 知識や技術などを身に付ける

② 実際のビジネスを理解する

④ 実社会で実践する力を磨く

③ 企画力や創造力を養う

マーケティング、経済、会計、情報処理の
知識や技術などを身に付けます。

商品やパッケージデザインの開発などを行
い、企画力や創造力を養います。

具体的な事例を取り上げて考察や討論を行
い、実際のビジネスを理解します。

地域に出て販売実習や模擬株式会社経営な
どを行い、実社会で実践する力を磨きます。

※学びの流れは、学科等により異なることがあります。

　卒業生からのメッセージ

私は高校で初めて簿記に触れて、会社
の日々の活動や現在の業績を記録、表現
することに面白さを感じました。そして、
簿記などの資格を取得していくうちに、
今学んでいる会計を生かした仕事に就き
たいと感じ、会計の専門家と呼ばれる公
認会計士を目指したいと思うようになり
ました。
公認会計士は、「監査」という業務を
唯一行える職業です。具体的には、会社
の作成した「財務諸表」が正しく表現さ
れているかを、会計の知識を生かして第
三者として判断し、「監査報告書」という
書類で適正か否かを意見する仕事です。
監査法人でやりがいを得ながら仕事が
できているのは、高校のときに学んだ簿
記や会計の知識が基礎にあるからだと感
じています。

商業高校は社会でも認めてもらえる
ような技術や知識を自分の手で感じな
がら、働くということに向き合える環
境です。私は高校時代、授業を通して
資格を取りました。その資格は入社後
も評価してもらうことができ、商業高
校が社会としっかりとつながっている
ことを感じました。自身が興味を引か
れたものを社会で生きる力に変えられ
るのが商業高校の魅力だと思います。
私は今、銀行で窓口担当として働い

ています。お客様の御口座への入出金や
振込、両替、税金等の納付をお預かり
して処理することが主な仕事です。お
金の価値をそれ以上のもの、人の笑顔
に変えることが銀行の役目だと思いま
す。その一端を担えるよう日々、頑張っ
ています。

大手監査法人勤務
高橋 郁重さん
（岐阜県立岐阜商業高等学校	
会計システム科		平成21年度卒業）
平成24年公認会計士試験(論文式試験)
合格

岩手銀行
大葛 沙織さん
（岩手県立盛岡商業高等学校	
流通ビジネス科	平成23年度卒業）

　■卒業後の進路

　■就職者の職種別内訳

計28,512人

専修学校等
27.3％

大学・短大等
26.2％

就職
43.0％

その他
3.5％

計65,961人

計28,653人

事務従事者
33.4％

生産工程従事者
25.1％

サービス	
職業従事者
14.5％

販売従事者
14.0％

専門的・技術的
職業従事者	2.3％

文部科学省「学校基本調査」（平成28年3月卒業者）から作成。

その他
10.7％

日商簿記検定｜全商簿記検定｜国税庁税理
士試験（簿記論、財務諸表論）｜経済産業省
情報処理技術者試験（応用情報、基本情報、
ITパスポート）｜全商情報処理検定｜全商英
語検定｜実用英語技能検定｜全商ビジネス
文書実務検定｜全商ビジネスコミュニケー
ション検定｜全商珠算・電卓実務検定｜	日
商販売士検定｜全商商業経済検定	ほか
※日商：日本商工会議所	
　全商：公益財団法人全国商業高等学校協会

　■在校生が目指す主な資格等
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